
















1 （契約数量）

2 （出来形確認）

3 （長期休暇期間の連絡体制等)

4 （ＩＣＴ活用工事理由書）

5 （取得補償木の取扱い）

6 （産業廃棄物税）

7 (各種様式及び要領等）

8 （工事履行報告書）

9 （その他）
梅雨期間中における斜面の切土作業を行う場合、予め監督員等の承諾を得ること。

　本工事により発生する建設廃棄物のうち、焼却施設及び最終処分場に搬入する産業廃棄
物には、産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。

　本特記仕様書内の各種様式及び実施要領等について、詳細を記載していないものは、
鹿児島県ホームページ（>分類から探す> 社会基盤> 公共事業> 技術管理・検査）から取
得できる。

　毎月25日までに、月末時点における工事履行報告書及び工事進捗状況写真（全景又は代
表部分）を監督職員へ提出すること。

　伐木作業については、樹種：広葉樹等天然生林、胸高直径：20㎝以上30㎝未満の100本
で積算しているため、現場着手前に樹種及び胸高直径（８cmを超える樹木のみ）毎の本数
を調査し、監督職員に報告すること。その報告に対し、承諾した本数にて精算するものと
する。

　この工事の契約数量は、設計図書及び数量総括表のとおりとする。この数量に変更を生
じた場合は、発注者及び受注者協議の上、契約変更の対象とする。
　ただし、出来形等に係る設計値は図面及び構造物調書のとおりとする。

　受注者が工事の完成を通知するまでの間において、現場代理人又は主任技術者等の立会
いのもと、最終出来形確認を実施するものとする。

　工事の期間が年末年始、長期連休期間、盆休み、その他長期休暇中に係る場合は、事前
にその期間の管理体制、緊急連絡体制について記した書類を提出すること。
　また、警報発令等の悪天候後は、現場巡回を行い、結果を連絡すること。

(1) ＩＣＴ活用工事による施工を希望しない場合は、今後のＩＣＴ活用工事の普及の参考
とするため、「ＩＣＴ活用工事を希望しない(できない)理由書」を記入し、電子(エクセ
ル)データにて監督員に提出すること。
(2) 前項の「理由書」は、鹿児島県鹿児島地域振興局建設部のホームページから取得でき
る。


